
博物館だより
ＦＵＫＵＳＨＩＭＡ　ＭＵＳＥＵＭ
ＱＵＡＲＴＥＲＬＹ

ＵＲＬhttp://www.general-museum.fks.ed.jp

福島県立美術館移動展

福島県立博物館

季刊
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        ―

福
島
県
立
美
術
館
名
品
展―

福
島
県
立
美
術
館
移
動
展

２

会
期　

平
成
27
年
5
月
2
日
（
土
）
〜
6
月
21
日
（
日
）

会
場　

福
島
県
立
博
物
館(

企
画
展
示
室)

坂内青嵐　運動会之図

酒井三良　村芝居

表紙：湯田玉水　春日遅々

ふ
る
さ
と
会
津
の
人
と
四
季  

渡部菊二　勤労の娘たち

◇
展
覧
会
趣
旨

二
〇
一
四
年
に
開
館
30
周
年
を
迎
え
た
、
福
島
市
に
あ
る
福
島
県
立
美

術
館
は
、
近
現
代
の
欧
米
・
日
本
の
美
術
と
県
出
身
作
家
の
作
品
を
中

心
に
、
三
〇
〇
〇 

点
以
上
の
美
術
品
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
収
蔵
作
品
を
県
内
各
地
で
気
軽
に
鑑
賞
し
て
も
ら
お
う
と
、

今
年
度
は
、
福
島
県
立
博
物
館
に
て
会
津
出
身･

ゆ
か
り
の
画
家
た
ち
の

名
品
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

長
い
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
会
津
地
方
で
は
、
美
術
愛
好
家
の
惜
し
み

な
い
支
援
も
あ
り
、
美
術
を
育
む
風
土
が
近
代
以
降
も
脈
々
と
息
づ
い

て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
日
本
画
で
は
湯
田
玉
水
、
坂
内
青
嵐
、
酒
井

三
良
な
ど
、水
彩
画
で
は
相
田
直
彦
、春
日
部
た
す
く
、渡
部
菊
二
な
ど
、

個
性
あ
ふ
れ
る
画
家
た
ち
を
輩
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
会
津
坂
下
町

出
身
の
斎
藤
清
は
、
会
津
の
風
景
を
独
自
の
造
形
感
覚
で
表
現
し
、
戦

後
日
本
を
代
表
す
る
版
画
家
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
会
津
の
画
家
た
ち
に
よ
る
多
彩
な
近
代
美
術
の
魅

力
を
、
約
50
点
の
日
本
画
、
水
彩
画
、
版
画
に
よ
り
探
っ
て
い
き
ま
す
。

豊
か
な
風
土
が
育
ん
だ
会
津
文
化
の
広
が
り
を
ご
堪
能
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

ぎ
ょ
く
す
い

ば
ん
な
い  

せ
い
ら
ん

さ
ん
り
ょ
う



3

○
関
連
イ
ベ
ン
ト
情
報

       

福
島
県
立
美
術
館
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

日      

時    

５
月
２
日
（
土
）、
５
月
16
日
（
土
）、
６
月
21
日
（
日
）

      

公
開
対
談｢

喜
多
方
美
術
倶
楽
部｣
に
つ
い
て

　  

日　

   

時    

６
月
６
日
（
土
）　　
　
　
　

　
　

対 

談  

者    

後
藤
學
氏(

喜
多
方
市
美
術
館
館
長)
・
増
淵
鏡
子(

福
島
県
立
美
術
館
学
芸
員)

       

会   　

場    

福
島
県
立
博
物
館
企
画
展
示
室 

菊地養之助　煙突の下の子供達

小川芋銭　細道絵日記

猪巻清明　はさみ将棋

　
○
展
覧
会
基
礎
情
報

　
　

開
館
時
間　

9
：
30
〜
17
：
00
（
16
：
30
ま
で
に
入
館
）

　
　

休 

館  

日    

５
月
７
日
（
木
）、
５
月
11
日
（
月
）、
５
月
18
日
（
月
）、
５
月
25
日
（
月
）、　　
　
　
　

　
　

                  

６
月
１
日
（
月
）、   

６
月
８
日
（
月
）、
６
月
15
日
（
月
）

　
　

会       

場    

福
島
県
立
博
物
館
企
画
展
示
室

　
　

観 

覧  

料    

常
設
展
料
金
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

一
般
・
大
学
生
２
７
０
円
（
２
１
０
円
）、
高
校
生
・
小
学
生
・
中
学
生
無
料

　
　
　
　
　
　
　
＊（　

）
内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金　
　
　
　

　
　

主       

催    

福
島
県
立
美
術
館　

福
島
県
立
博
物
館

       

内　
　

容    

会
津
出
身
・
ゆ
か
り
の
作
家 

15
作
家
、
出
品
点
数
約
50
点

 

　

        

●
日
本
画…

小
川
芋
銭
、
湯
田
玉
水
、
坂
内
青
嵐
、
猪
巻
清
明
、 

酒
井
三
良
、
酒
井
白
澄
、

                                          

菊
地
養
之
助

　
　
　
　
　

      

●
水
彩
画…

相
田
直
彦
、
赤
城
泰
舒
、
春
日
部
た
す
く
、
渡
部
菊
二･

百
合
子
、

 

　
　

                      

長
沢
節

　
　
　
　
　

      
●
版   
画…

森
田
恒
友
、
斎
藤
清

う
せ
ん

せ
い
め
い

は
く
ち
ょ
う

や
す
の
ぶ



４

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

    

特
集
展
解
説
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
当
館
展
示
の
解

説
会
と
は
趣
向
を
変
え
て
、
実
際
に
発
掘
調
査
に
携

わ
っ
た
学
生
さ
ん
た
ち
が
観
覧
者
を
前
に
解
説
を
行

い
ま
し
た
。
当
初
の
予
定
で
は
２
回
だ
け
の
限
定
解

説
会
で
し
た
が
、
学
生
さ
ん
た
ち
の
熱
い
要
望
に
よ

り
合
計
７
回
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
生
さ
ん
た
ち
は
、
日
ご
ろ
の
研
究
の
成
果
を
緊

張
し
た
面
持
ち
で
観
覧
者
の
み
な
さ
ん
に
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
ま
し
た
。
調
査
中
に
土
の
中
か
ら

カ
ワ
セ
ミ
が
飛
び
出
し
た
り
、
調
査
場
所
の
近
く
に

天
然
記
念
物
の
カ
モ
シ
カ
が
登
場
し
た
り
し
た
時
の

話
な
ど
、
発
掘
調
査
の
作
業
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
だ

け
で
は
分
か
ら
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
た

く
さ
ん
紹
介
さ
れ
、
発
掘
調
査
の
様
子
が
イ
キ
イ
キ

と
伝
わ
っ
て
く
る
解
説
で
し
た
と
、
観
覧
者
の
方
々

特
集
展
「
発
掘
ガ
ー
ル―

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部
笹
山
原
遺
跡
発
掘
調
査
一
四
年
の
軌
跡―

」
関
連
行
事

●
特
集
展
解
説
会

日
時
：

　

特
集
展
記
念
講
演
会
は
會
田
先
生
の
和
や
か
な
語
り

口
で
始
ま
り
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
発
掘
調
査
に
関

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

郡
山
女
子
大
学
に
赴
任
さ
れ
発
掘
ガ
ー
ル
を
誕
生
さ
せ

る
ま
で
の
會
田
先
生
の
考
古
学
研
究
の
歩
み
や
、
會
田

先
生
が
提
唱
な
さ
っ
て
い
る
新
し
い
研
究
方
法
の
検
証

の
場
と
し
て
笹
山
原
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
さ
ん
た
ち
の
楽
し
い
考
古
学
実
習
の
陰
に
は
新

た
な
考
古
学
研
究
を
目
指
し
た
先
生
の
研
究
に
対
す
る

挑
戦
の
姿
が
隠
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　

會
田
先
生
の
考
古
学
者
と
し
て
の
歩
み
は
、
ま
さ
に

考
古
学
と
い
う
学
問
が
目
指
し
て
い
る
「
過
去
の
人
々

の
生
活
の
よ
う
す
を
如
何
に
具
体
的
に
復
元
し
て
い
く

の
か
。」
と
い
う
命
題
に
近
づ
い
て
い
こ
う
と
す
る
研

究
者
の
足
跡
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
「
考
古
学
者 

會
田
容
弘
」
の
志
が
、
発
掘
調

２
月
７
日
（
土
）・
14
日
（
土
）・
28
日
（
土
） 

3
月
7
日
（
土
）・
8
日
（
日
）

３
月
14
日
（
土
）・ 

22
日
（
日
）　

各
回
と
も
13
時
30
分
〜
15
時

講
師
：
郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部
文
化
学
科
・
専
攻
科
文
化
学
専
攻　

学
生
有
志

査
と
い
う
活
動
を
通
し
て
郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

の
学
生
た
ち
に
確
実
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
今
回

の
展
示
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
生
た
ち
が

自
ら
展
示
を
企
画
し
、
自
分
た
ち
の
発
掘
の
成
果
を
多

く
の
人
た
ち
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
と
実
現
さ
せ
た

彼
女
た
ち
の
思
い
の
裏
に
は
、
ま
さ
に
會
田
先
生
の
日

ご
ろ
か
ら
の
考
古
学
に
対
す
る
熱
い
情
熱
が
働
い
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
学
生
た
ち
を
暖

か
く
見
守
り
、
そ
し
て
時
に
厳
し
く
育
て
て
お
ら
れ
る

會
田
先
生
の
日
常
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

も
た
く
さ
ん
紹
介
さ
れ
、
会
場
か
ら
の
惜
し
み
な
い
拍

手
の
中
、
講
演
会
は
成
功
裏
に
終
わ
り
ま
し
た
。
講
演

会
終
了
後
も
学
生
た
ち
に
よ
る
解
説
会
が
実
施
さ
れ
、

多
く
の
方
が
展
示
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
特
集
展
記
念
講
演
会

　「
発
掘
ガ
ー
ル
に
囲
ま
れ
て
│
私
の
考
古
学
│
」

日
時
：
３
月
８
日
（
日
）
13
時
30
分
〜
15
時

講
師
：
郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部　

准
教
授　

會
田
容
弘
氏

た
。
見
た
目
に
も
縄
文
土
器
に
そ
っ
く
り
で
、
食
べ

て
み
る
と
豊
か
な
味
わ
い
の
ク
ッ
キ
ー
は
商
品
と
し

て
売
り
出
す
こ
と
も
で
き
る
ぐ
ら
い
の
出
来
で
し
た
。

　

解
説
を
担
当
し
た
学
生
さ
ん
と
観
覧
者
の
方
々
、

そ
れ
ぞ
れ
が
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
相
互
に
交
流

し
な
が
ら
解
説
会
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で

す
。

か
ら
は
大
好
評
で
し

た
。

　

ま
た
、
展
示
観
覧

者
向
け
に
同
大
学
食

物
栄
養
学
科
と
の
共

同
企
画
に
よ
り
縄
文

土
器
に
似
せ
て
作
っ

た
「
ド
キ
土
器
ク
ッ

キ
ー
」
が
製
作
さ
れ
、

来
館
者
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
し
て
配
ら
れ

て
好
評
を
博
し
ま
し

郡山女子短期大学の学生による解説会

発掘ガール記念講演会の様子　講演は會田容弘氏

●



５

     

会
津
の
四
季
と
自
然
も
魅
力
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

　
か
?

　
こ
う
し
た
美
術
愛
好
家
か
ら
の
支
援
に
く
わ
え
て

芸
術
家
た
ち
を
引
き
寄
せ
た
の
は
、
会
津
の
雄
大
な

自
然
で
し
た
。
画
家
の
大
下
藤
次
郎
（
本
展
不
出
品
）

は
、
磐
梯
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
新
た
な
景
観
が
生
ま

れ
た
裏
磐
梯
を
訪
れ
、
そ
の
風
景
を
水
彩
画
に
描
き

雑
誌
『
み
づ
ゑ
』
に
発
表
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
大

下
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、
会
津
に
も
多
く
の
水
彩

画
家
た
ち
が
登
場
し
ま
す
。
明
治
、
大
正
期
に
は
相

田
直
彦
、
赤
城
泰
舒
が
、
さ
ら
に
昭
和
に
入
る
と
春

日
部
た
す
く
、
渡
部
菊
二
、
長
沢
節
ら
が
出
ま
す
。

な
か
で
も
渡
部
菊
二
は
、
抽
象
化
し
た
フ
ォ
ル
ム
や

装
飾
的
な
色
彩
表
現
な
ど
水
彩
画
の
新
た
な
可
能
性

を
切
り
開
き
ま
し
た
。
本
展
で
は
彼
の
代
表
作
《
勤

労
の
娘
た
ち
》
な
ど
が
並
び
ま
す
。

　
会
津
の
風
景
と
り
わ
け
冬
景
色
は
、
戦
後
日
本
を

代
表
す
る
会
津
坂
下
町
出
身
の
版
画
家
・
斎
藤
清
に

も
大
き
な
制
作
意
欲
を
与
え
ま
し
た
。
１
９
７
０
年

代
か
ら
本
格
的
に
制
作
を
始
め
た
シ
リ
ー
ズ
「
会
津

の
冬
」
は
、
簡
潔
な
構
図
と
ほ
ぼ
モ
ノ
ト
ー
ン
の
控

え
め
な
色
調
に
よ
っ
て
独
自
の
世
界
を
つ
く
り
あ
げ

ま
し
た
。
本
展
覧
会
で
は
会
津
の
冬
景
色
を
表
し
た

版
画
や
珍
し
い
一
点
物
の
墨
画
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
会
津
の
豊
か
な
自
然
は
、
画
家
た
ち
を

魅
了
し
、
美
術
を
愛
す
る
支
援
者
を
育
て
、
多
彩
な

美
術
家
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
う

し
た
会
津
の
人
と
自
然
の
あ
り
よ
う
を
展
覧
会
で
ぜ

ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

Q

A
＆

回
答
者

      「
ふ
る
さ
と
会
津
の
人
と
四
季―

県
立
美
術
館
名

　
　
品
展―

」
の
見
ど
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

    
福
島
市
に
あ
る
福
島
県
立
美
術
館
は
近
現
代
の
欧

米･

日
本
の
美
術
と
県
出
身
作
家
の
作
品
を
中
心
に
こ

れ
ま
で
３
千
点
以
上
の
美
術
品
を
収
蔵
し
て
き
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
昨
年
開
館
30
周
年
を
迎
え
ま
し

た
が
、
設
備
の
老
朽
化
に
と
も
な
う
改
修
工
事
の
た

め
４
月
か
ら
約
１
年
間
休
館
い
た
し
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
経
緯
か
ら
、
平
成
27
年
度
は
福
島
県
立
博
物
館

に
て
「
ふ
る
さ
と
会
津
の
人
と
四
季―

県
立
美
術
館

名
品
展―

」
を
開
催
す
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
展
覧
会
で
は
会
津
出
身･

ゆ
か
り
の
画
家
た
ち
の

日
本
画
、水
彩
画
、版
画
約
60
点
が
一
堂
に
会
し
ま
す
。

ど
れ
も
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
核
と
し
て
普
段
美
術
館
の

外
に
出
る
こ
と
が
め
っ
た
に
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

     

会
津
出
身
・
ゆ
か
り
の
画
家
に
は
ど
の
よ
う
な
人

　
が
い
ま
す
か
?

    

こ
の
展
覧
会
は
「
喜
多
方
美
術
倶
楽
部
と
会
津
の

日
本
画
家
た
ち
」「
会
津
水
彩
画
家
の
系
譜
」「
斎
藤
清

の
世
界
」
と
い
う
、
大
き
く
3
つ
の
章
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
喜
多
方
美
術
倶
楽
部
と
は
、
地
方
の
美
術
振

興
の
た
め
大
正
7
年
に
結
成
さ
れ
た
美
術
愛
好
団
体
で

す
。
主
催
し
た
の
は
喜
多
方
市
山
都
の
素
封
家
田
代
与

三
久
（
号･

蘇
陽
）。
彼
は
小
川
芋
銭
や
森
田
恒
友
な
ど

中
央
か
ら
多
く
の
芸
術
家
た
ち
を
会
津
に
呼
び
寄
せ
ま

相田直彦　花

Q

し
た
。
田
代
の
別
荘
・
南
山
荘
は
来
遊
す
る
芸
術
家
た

ち
の
社
交
場
と
な
り
ま
す
。
そ
の
ひ
と
り
に
三
島
町
出

身
の
酒
井
三
良
が
い
ま
す
。
彼
は
こ
の
南
山
荘
で
生
涯

の
師
と
仰
ぐ
芋
銭
に
出
会
い
、
日
本
美
術
院
同
人
と
し

て
中
央
画
壇
で
活
動
す
る
作
家
に
成
長
し
ま
し
た
。
本

展
覧
会
で
は
、
第
二
回
国
画
創
作
協
会
で
入
選
を
果
た

し
た
《
雪
に
埋
も
れ
つ
つ
正
月
は
ゆ
く
》
を
は
じ
め
彼

の
代
表
作
が
並
び
ま
す
。
ま
た
《
冬
暖
》（
改
組
第
一

回
帝
展
入
選
作
）
は
平
成
26
年
度
当
館
新
収
蔵
作
品
と

し
て
初
の
お
披
露
目
と
な
り
ま
す
。

        ―

福
島
県
立
美
術
館
名
品
展―

福
島
県
立
美
術
館
移
動
展

ふ
る
さ
と
会
津
の
人
と
四
季  

Q福
島
県
立
美
術
館
学
芸
員

坂
本
篤
史

う
せ
ん

や
す
の
ぶ

Q



６

研
究
ノ
ー
ト

3 月 18 日まで開催された民俗部門展示室　ポイント展　「ふくしまの凧」展示の様子

と
び

と
う
じ
ん
だ
こ

　

福
島
県
内
に
は
、
会
津
の
「
唐
人
凧
」
や
、
伊
達
市

保
原
町
の
「
福
島
凧
」
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
須
賀
川
市
に
は
「
須
賀
川
羽
子
板
」
と
呼
ば
れ

る
伝
統
玩
具
が
あ
り
、
か
つ
て
の
製
造
元
に
は
鳶
の
形

を
し
た
凧
絵
の
版
木
が
残
っ
て
お
り
、
凧
を
制
作
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
郡
山
市
西
田
町
高
柴
の

デ
コ
屋
敷
の
橋
本
家
に
も
、
凧
絵
の
版
木
が
残
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
古
く
は
デ
コ
屋
敷
で
も
、
凧
を
制
作
し
て

い
た
よ
う
で
す
。
三
春
地
方
に
は
武
者
絵
の
凧
は
見
ら

れ
ず
、
龍
の
字
と
源
氏
車
の
凧
絵
が
多
か
っ
た
と
い
い

ま
す
。

　

凧
は
玩
具
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
大
空
に
勢
い
よ
く

舞
い
上
る
姿
か
ら
、
子
ど
も
の
成
長
を
祈
願
し
て
贈
る

習
俗
は
、
各
地
に
あ
り
ま
す
。
伊
達
市
保
原
町
で
は
、

厄
年
の
男
女
が
一
月
一
四
日
に
親
類
の
男
児
に
凧
を
贈

り
、
女
児
に
は
風
船
を
贈
る
習
俗
が
あ
り
ま
し
た
。

た
こ 

え

は  

ご  

い
た

は
ん 

ぎ

た
か
し
ば

　

ふ
く
し
ま
の
凧佐々木

長
生　
民
俗
担
当

や
っ 

こ 

だ
こ

　
郡
山
市
湖
南
町
で
は
、
男
児
が
生
ま
れ
る
と
、
子
ど

も
の
名
前
を
書
い
た
奴
子
凧
を
贈
り
、
こ
れ
を
あ
げ
て

成
長
を
祈
り
ま
し
た
。
会
津
に
は
、
古
く
か
ら
奴
子
凧

が
あ
り
ま
し
た
が
そ
の
形
態
は
不
明
で
し
た
。
一
昨
年

明
治
35
年
銘
の
も
の
を
、
か
ろ
う
じ
て
収
集
で
き
ま
し

た
。会
津
の
奴
子
凧
の
形
態
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
す
。

湖
南
町
の
奴
子
凧
と
形
態
が
よ
く
似
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
島
市
土
湯
温
泉
で
は
、
小
正
月
一
四
日
の

予
祝
行
事
カ
セ
ド
リ
に
来
た
子
ど
も
た
ち
に
、
厄
年
の

人
が
テ
ン
バ
タ
と
呼
ぶ
小
さ
な
角
凧
を
あ
げ
る
習
俗
も

あ
り
ま
し
た
。
宮
城
県
内
で
は
、
凧
を
テ
ン
バ
タ
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
テ
ン
バ
タ
は
「
天
狗
の
旗
」
の
略
と
み

ら
れ
、
福
島
県
北
地
方
に
も
そ
の
呼
称
が
あ
り
ま
す
。

　

会
津
の
唐
人
凧
は
、
伝
播
経
路
や
そ
の
由
来
に
つ
い

て
は
不
明
で
す
。
同
形
の
も
の
が
長
崎
に
も
あ
り
、「
ど

う
じ
ん
だ
こ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
一
説
に
は
、
長
崎

に
出
入
り
し
て
い
た
貿
易
商
人
が
、
会
津
に
持
参
し
た

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
唐
人
凧
は
主
に
日
本
海
沿
岸

に
分
布
し
、
内
陸
部
の
会
津
地
方
に
存
在
す
る
の
は
珍

し
い
こ
と
で
す
。
唐
人
凧
は
、
形
状
か
ら
言
え
ば
奴
子

凧
に
属
し
、
卵
形
の
骨
組
２
個
を
組
み
合
せ
た
形
で
、

下
部
が
全
長
の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
の
が
特
色
で

す
。
唐
人
凧
の
図
柄
に
は
、
旭
日
渡
波
・
桃
太
郎
・
え

ん
ま
大
王
等
が
あ
り
ま
す
。
え
ん
ま
大
王
が
代
表
的
な

図
柄
で
、「
べ
ろ
出
し
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
目
を
む

き
出
し
、
大
き
な
口
か
ら
長
い
舌
を
出
し
た
唐
人
武
者

の
兜
に
、鬼
が
か
み
つ
い
て
い
る
勇
壮
な
絵
が
描
か
れ
、

魔
除
け
の
意
味
も
あ
り
ま
す
。

　

唐
人
凧
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
揚
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
、
そ
の
歴
史
は
不
明
で
す
。
唐
人
凧
は
、

会
津
地
方
の
少
年
た
ち
に
愛
好
さ
れ
た
凧
で
、
揚
げ
る

よ
し
ゅ
く

て
ん
ぐ

か
ぶ
と

わ
ら
な
わ

い
ち
じ
ゅ
う 

き
そ
ん

と
き
に
は
細
い
藁
縄
の
尾
を
付
け
て
揚
げ
ま
す
。
伝
承

に
よ
る
と
、
凧
糸
に
刃
物
を
付
け
た
り
、
尾
に
仕
掛
け

を
し
た
り
し
て
ケ
ン
カ
を
さ
せ
た
も
の
で
、
凧
合
戦
専

用
の
凧
が
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
戊
辰

戦
争
の
折
、
若
松
城
（
鶴
ヶ
城
）
内
か
ら
唐
人
凧
を
揚

げ
て
、
敵
方
を
驚
か
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
遠
藤
香
村
の
門
人
で
あ
る
一
重
其
村

の
明
治
２
年
（1869

）
の
画
帖
に
、
唐
人
凧
が
描
か

れ
て
お
り
、
明
治
以
前
か
ら
存
在
し
た
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。
今
回
展
示
し
た
唐
人
凧
は
明
治
28
年
銘
の
も
の

も
あ
り
、
会
津
の
唐
人
凧
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
、
貴

重
な
資
料
で
す
。
現
在
、
唐
人
凧
の
制
作
は
、
数
名
の

工
人
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

会津唐人凧えんま大王（郡山市湖南町）

け
ん
ぽ
く



７

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
　
　
　

夏
の
企
画
展　

予
告

 「
被
災
地
か
ら
の
考
古
学
１

　
　
　
　

―

福
島
県
浜
通
り
地
方
の
原
始
・
古
代―

」

■
会
期
：
平
成
27 
年
7 

月
18
日
（
土
）
〜
9
月
13
日
（
日
）

　

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
浜
通
り
地
方

も
発
災
後
４
年
が
経
過
し
、
復
興
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
復
興
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
に
よ
り
、
浜
通
り

地
方
の
新
し
い
歴
史
が
次
々
と
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。今
回
の
展
示
で
は
浜
通
り
地
方
が
福
島
県
、東
北
地
方
、

さ
ら
に
日
本
全
体
の
歴
史
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
し
た
地
域
な
の
か
を
解
き
明
か
し
て
い
き
ま
す
。
発

掘
資
料
の
つ
ぶ
や
き
か
ら
浜
通
り
地
方
の
意
外
な
真
実
を

発
見
で
き
る
は
ず
で
す
。

　会津若松市出身の漆芸家・中里壽（なかざと  とし）は、東京藝術大学で日本を代表
する漆芸家・松田権六に学び、精緻な漆芸技法と豊かな表現力を受け継ぎました。
大学卒業後に携わった奈良時代、平安時代などの漆芸品の保存修復研究は、中里の
作品に古代の漆芸品にも通ずる、どこか大陸的なおおらかさを与えています。
　古代から現代の漆芸に培われた中里の高い技術と表現力が一貫して表してきたの
は、自然へのまなざしでした。それは例えば、故郷・会津の家の庭の桜桃や、海を
こえてやってきた異国の鳥へ向けられたもの。中里の作品からは、生きとし生ける
ものへの作家の思いが伝わってきます。
　昨年、中里作品のコレクター内藤政男・洋子ご夫妻のご厚意により当館に寄贈さ
れた中里壽作品の初公開として、この度テーマ展「内藤コレクション寄贈記念　中
里壽作品展－自然へのまなざし－」を開催します。20 代から近年までの中里作品を
一堂にご覧いただけるまたとない機会です。ぜひお運びください。

中里 壽 作品展　－自然へのまなざし－
内藤コレクション寄贈記念

（
荒
木
隆　

考
古
担
当
）

鸚鵡蒔絵小箱櫻桃蒔絵花形小箱

人の顔が表された縄文土器
　　　（いわき市愛谷遺跡）

テ
ー
マ
展  

中
里
壽
作
品
展

会期：４月 25 日（土）～６月 21 日（日）＊会期中展示替を行います。

料金：常設展料金でご覧いただけます。



information

ふ
る
さ
と
会
津
の
人
と
四
季

    

福
島
県
立
美
術
館
名
品
展

      

会
期  

５
月
２
日
（
土
）
〜
６
月
21
日
（
日
）

◎
関
連
事
業

    「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」

      

日
時  

①
５
月
２
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
14
時
30
分 

         
          
      

会
場      

福
島
県
立
博
物
館　
企
画
展
示
室

      

講
師  

①
福
島
県
立
美
術
館
長　

     

早
川    
博
明
さ
ん

                 
       ◎「

公
開
対
談
『
喜
多
方
美
術
倶
楽
部
に
つ
い
て
』」

      

日
時       

６
月
６
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
15
時

      

会
場      

福
島
県
立
博
物
館　
企
画
展
示
室

      

講
師      

                        

福
島
県
立
美
術
館
移
動
展

＊
常
設
展
料
金
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

③
６
月
21
日
（
日
）
13
時
30
分
〜
14
時
30
分  

③
福
島
県
立
美
術
館
学
芸
員  

堀　

 

宣
雄   

さ
ん

②
５
月
16
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
14
時
30
分  

②
福
島
県
立
美
術
館
学
芸
員　

             

坂
本
篤
史
さ
ん　
白
木
ゆ
う
美
さ
ん

喜
多
方
市
美
術
館
長　

     

後
藤　
學 

さ
ん　

福
島
県
立
美
術
館
学
芸
員  

増
淵
鏡
子
さ
ん

                                       　
　

         「
ふ
る
さ
と
の
考
古
資
料
５
【
富
岡
町
】
遺
跡
探
訪
」

　

     　
会
期     

〜
Ｈ
27
年
５
月
10
日
（
日
）

          

内
藤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
寄
贈
記
念

　
　

 「
中
里 

壽
作
品
展
ー
自
然
へ
の
ま
な
ざ
し
ー
」

　

     　
会
期　
４
月
25
日
（
土
） 〜
６
月
21
日
（
日
）

  　
　
「
ふ
る
さ
と
の
考
古
資
料
６
【
飯
舘
町
】
遺
跡
探
訪
」

　

     　
会
期　
６
月
20
日
（
土
） 〜
Ｈ
28
年
５
月
８
日
（
日
）

テ
ー
マ
展   

＊
常
設
展
料
金
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

  　
「
会
津
恵
日
寺
の
宝
物
」

          

会
期  

４
月
14
日
（
火
）
〜
６
月
７
日
（
日
）

    「
近
世
に
書
か
れ
た
中
世
の
城
絵
図
」

          

会
期  

４
月
14
日
（
火
）
〜
６
月
７
日
（
日
）

　
「
松
平
定
信
像
」

          

会
期  

４
月
14
日
（
火
）
〜
６
月
７
日
（
日
）

　
「
戊
辰
戦
記
絵
巻
物
」

          

会
期  

４
月
14
日
（
火
）
〜
６
月
７
日
（
日
）

　
「
万
祝(

ま
い
わ
い)    

ー
大
漁
の
祝
い
着
ー
」

          

会
期  

４
月
17
日
（
金
）
〜
６
月
10
日
（
水
）

　
「
ま
ぼ
ろ
し
の
土
人
形  

ー
根
子
町
人
形
ー
」

          

会
期  

６
月
12
日
（
金
）
〜
８
月
12
日
（
水
）

                                              　
　
　
　
　
　

○
保
存
科
学
講
座

※

「
博
物
館
の
裏
側

              

〜
保
存
科
学
の
仕
事
を
の
ぞ
こ
う
〜
」

        

日
時  

４
月
18
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
15
時 

        

会
場  

福
島
県
立
博
物
館　
実
習
室
・
展
示
室

        

講
師  

学
芸
員  

杉
崎
佐
保
惠

○
民
俗
講
座

　
「
映
像
で
み
る
ふ
く
し
ま
伝
承
の
技
①

         『
紙
を
漉
く
技
術

                     

〜
ふ
く
し
ま
の
手
漉
き
和
紙
〜
』」

        

日
時  

５
月
16
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
15
時 

        

会
場  

福
島
県
立
博
物
館　
講
堂

        

講
師  

学
芸
員  

大
里
正
樹

○
企
画
展
「
被
災
地
か
ら
の
考
古
学
」
関
連
講
座

※

「
壁
画
古
墳
の
模
型
を
作
ろ
う
」

       

日
時   

①
４
月
25
日
（
土
）
10
時
〜
15
時       　
　

                     

②
５
月
23
日
（
土
）
10
時
〜
15
時 

                     

③
５
月
30
日
（
土
）
10
時
〜
15
時

　

   

会
場　
福
島
県
立
博
物
館　
実
習
室

　

   

講
師　
学
芸
員　
荒
木　
隆

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク                                                　
　
　

  

　
「
展
示
資
料
か
ら
見
る
古
代
の
ふ
く
し
ま
」

       

日
時  

①
４
月
12
日
（
日
）
13
時
30
分
〜
14
時         　
　

                    

②
５
月
10
日
（
日
）
13
時
30
分
〜
14
時       

                    

③
６
月
14
日
（
日
）
13
時
30
分
〜
14
時    

　
   

会
場　
福
島
県
立
博
物
館　
総
合
展
示
室
「
古
代
」

　

   
講
師　
学
芸
員　
荒
木　
隆

　

　  

実
演
「
大
堀
相
馬
焼
の
絵
付
け
」

  　
日
時  

６
月
21
日
（
日
）
13
時
30
分
〜
15
時

  　
会
場  

福
島
県
立
博
物
館　
体
験
学
習
室

  　
出
演  

大
堀
相
馬
焼
窯
元　
休
閑
窯　
半
谷
み
ど
り
さ
ん

  「
紙
芝
居
『
ス
ー
パ
ー
古
事
記
』」

  　
日
時  

①
４
月
26
日
（
日
）
13
時
30
分
〜
14
時

        　
　

   

②
５
月
24
日
（
日
）
13
時
30
分
〜
14
時

        　
　

   

③
６
月
28
日
（
日
）
13
時
30
分
〜
14
時

  　
会
場  

福
島
県
立
博
物
館　
体
験
学
習
室

  　
出
演  

福
島
県
立
博
物
館　
学
芸
員　
荒
木　
隆

ポ
イ
ン
ト
展
＊
常
設
展
料
金
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

  「
喜
多
方
市
泉
福
寺
の
大
日
如
来
像
」

      

会
期    

４
月
14
日
（
火
）
〜
５
月
10
日
（
日
）

  「
蒲
生
氏
郷
像
」

      

会
期    

４
月
14
日
（
火
）
〜
５
月
10
日
（
日
）

  

  「
司
馬
遼
太
郎
の
東
北
紀
行
」

　

   
日
時  
①
４
月
16
日
（
木
）
13
時
30
分
〜
14
時
30
分  

　
　
　

     
②
５
月
21
日
（
木
）
13
時
30
分
〜
14
時
30
分  

                  

③
６
月
18
日
（
木
）
13
時
30
分
〜
14
時
30
分  

        

会
場  

福
島
県
立
博
物
館　
講
堂

        

講
師  

館
長  

赤
坂
憲
雄  

館
長
講
座

講
演
・
講
座   

※

は
要
申
込

○
実
技
講
座

※

「
小
旗
を
作
ろ
う
」

         

日
時  

５
月
５
日
（
火
・
祝
）
13
時
30
分
〜
15
時 

         

会
場  

福
島
県
立
博
物
館　
実
習
室

         

講
師  

伝
統
技
術
保
持
者  

                                       

大
野
青
峯
さ
ん　
大
野
久
子
さ
ん

○
歴
史
講
座

※

「
お
も
し
ろ
資
料
で
読
む
歴
史
」

　

    

日
時　
①
６
月
13
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
15
時

　
　
　

           

②
６
月
20
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
15
時

　

    

会
場  

福
島
県
立
博
物
館　
実
習
室

　

    

講
師    

①
学
芸
員　
阿
部
綾
子

                     

②
学
芸
員　
高
橋　
充

４
月
〜
６
月
の
休
館
日

  

４
月  

６
日
（
月
）・
13
日
（
月
）・
20
日
（
月
）・
27
日
（
月
）

  

５
月  

７
日
（
木
）・
11
日
（
月
）・
18
日
（
月
）・
25
日
（
月
）

  

６
月  

１
日
（
月
）・
８
日
（
月
）・
15
日
（
月
）・
22
日
（
月
）

　
　
　
23
日
（
火
）・
29
日(

月)

常
設
展
無
料
開
放
日

  

５
月  

５
日(

火) 

こ
ど
も
の
日  

  

要
申
込
の
行
事
は
基
本
的
に
開
催
日
の
１
ヶ
月
前 

か
ら
募
集
を
開
始
し
ま
す
が
、
異
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

   

そ
の
他
、
行
事
等
の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、
月

行
事
予
定
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

* *

無
料

や
さ
し
い
展
示
解
説
会

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

「
玄
如
節
と
会
津
の
民
謡
」

  　
日
時  

６
月
27
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
15
時

  　
会
場  

福
島
県
立
博
物
館　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

  　
出
演  

玄
如
節
顕
彰
会
の
み
な
さ
ま

＊
展
示
解
説
員
に
よ
る
常
設
展
総
合
展
示
の
案
内
で
す
。

＊
毎
週
土
曜
日
、
日
曜
日
の
10
時
30
分
と
14
時
か
ら
30
分

　
ほ
ど
行
い
ま
す
。
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